
第２回心のバリアフリー川柳に応募された作品の中から審査で選ばれた作品を月替わりで紹介します。
「心のバリアフリー川柳」を通して、市民の皆さまが街なかでのバリアに気づき、支え合う行動を広げていきます。こころのバリアフリー市民部会
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9/7（土）～9/16（月）10日間

広告掲載のお申し込み・お問い合わせは広報シティプロモーション課☎（81）7123へ

　今年で１１回目を迎える自転車のお祭り。 当日はキッズ

自転車レースやレッスン（申込制）をはじめ、 自転車タイム

トライアル、 自転車関連のブースなどさまざまな企画を用

意。 おいしいちがさきグルメも味わえます。

日時 9/22(日・祝)10時～15時　※荒天中止

場所 第一カッターきいろ公園（中央公園）

ちがさきヴェロ ・ フェスティバル&自転車ルール講習会

都市政策課☎(81)7181

　茅ヶ崎市は県内でも自転車の利用者が多く、

自転車が関係する事故の割合も高い状況です。

交通ルール ・ マナーを再認識し、 自転車を楽し

く安全に利用するため、 講習会を開催します。

日時  9/22(日・祝)10時～12時

場所  総合体育館前

申込  9/13(金)までに市 HPから申し込み

　　　　 指導・監修 ： 一般財団法人茅ヶ崎地区交通安全協会

協力 ： 茅ケ崎警察署

大人も子どもも楽しめるプログラムで自転車の魅力を満喫 自転車ルール講習会（申込制）

この活動はスポーツ振興くじ助成金を受けて

行っています（一部除く）

キッズ自転車レース

講習会の様子

安全対策課☎(81)7128

自転車ルール
講習会

9/22(日・祝） 同日開催

高齢福祉課☎(81)7163

　今年1月に認知症基本法が施行されました。 これにより、９月が認知症月間、９月２１日が「認知症の日」

と定められました。 市では、 共生社会を実現するための取り組みを推進しています。 認知症になっても

安心して暮らせる社会について考えてみませんか。

日時 9/21（土）10時～15時30分

場所 市役所本庁舎ふれあいプラザ他

11  認知症の人が自らの意思により日常生活を営むことがで

きる

22  国民が認知症の正しい知識を深めることができる

33  認知症の人が地域で個性と能力を十分に発揮できる

44  切れ目のない保健医療・福祉サービスが提供される

55  認知症の人だけでなく家族も地域で安心して生活できる

66  研究の推進により、 認知症の人が尊厳と希望を持って生

活できる社会環境が整備される

77  教育、 医療、 福祉などの関連分野における総合的な取り

組みとして行われる

　国内の認知症患者数は年々増加し、 2050年

には586万人（高齢者の6人に1人）が認知症

になり、 MCI（認知症の一歩手前の軽度認知障

害）と合わせると高齢者の３人に１人が認知症

になると推測されています※。

　認知症基本法には、 「国民は認知症に関する

正しい知識と、 認知症の人に関する正しい理解

を深めるよう努める」と明記されています。 直

接的な支援ができなくても、 みんなで「見守る」

ことが求められます。

高齢者の6人に1人が認知症に

認知症と認知症と

ともに生きるともに生きる

9月は認知症月間

※ 「認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将
来推計に関する研究」（令和5年度老人保健事業
推進費等補助金研究事業　九州大学　二宮利治　
教授）より

つの基本理念77
　年齢、 性別、 障がい、 認知症の有無に関

わらず、 全ての人がお互いの尊厳を大切に

し、 支え合いながら、 誰もが生き生きとした

生活ができる社会のことです。

ちがさきオレンジDay

　かながわオレンジ大使（当事者）による話、 認知

症サポーター養成講座、 ワークショップ、 脳年齢

測定、 認知症カフェ、 展示他。 認知症のことを

見る・知る・感じるイベントです。

◀昨年の
様子

共生社会とは　認知症基本法では次の基本理念

に基づき、認知症施策を実施します。

「ちがさきVELO FESTIVAL（自転車祭）」「自転車ルール講習会」を開催します。 自転車の魅力を体感しながら、 ルールについて学んでみませんか。

ヴェロ・フェス

ち が さ き 
オ レ ン ジ
Day
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